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平成23年

広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号２
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号３
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号４

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
の

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
の

取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
ま
す

取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
ま
す

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
の

取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
ま
す

平成 18年度

（千円）

51,980

368,576
394,190

490,815

333,611

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

　

市
で
は
、
常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
大
綱

（
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
）を
策
定

１８

２２

し
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的
な
行

政
運
営
体
制
の
実
現
に
向
け
て
、
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、「
効
率
的
な
行

政
運
営
の
推
進
」「
健
全
な
財
政
基
盤
の
確

立
」「
市
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
３
つ
の
推
進
項
目
を
基
本
方
針
と

し
、
５
カ
年
の
効
果
額
と
し
て　

億
３
９

１６

１
７
万
２
千
円
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※　

効
果
額
は
、
経
費
節
減
額
と
遊
休
地
処
分
等

に
よ
る
収
入
増
加
額
の
合
算
で
算
出
し
て

い
ま
す
。
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地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
地
方
行
政

は
一
層
の
効
率
化
と
透
明
性
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
新
た
な
行
政
課
題
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め

に
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま

し
た
。
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○
現
在
実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
が
効
率

的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
市
民
が
必

要
と
し
て
い
る
事
務
事
業
な
の
か
、
事

務
事
業
の
見
直
し
と
市
民
へ
の
説
明
責

任
を
遂
行
す
る
た
め
、平
成　

年
度
か
ら

１９

事
務
事
業
評
価
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
行
政
評

２１

価
外
部
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
第
三

者
の
目
で
客
観
的
な
評
価
・
判
断
を
行

い
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
ま
し

た
。

○
予
算
編
成
時
の
経
常
的
経
費
（
時
間
外

勤
務
手
当
、
消
耗
品
費
、
食
糧
費
、
旅

費
等
）
の
縮
減
、
日
常
業
務
に
お
け
る

両
面
コ
ピ
ー
の
徹
底
、
昼
休
み
の
消
灯

な
ど
、
経
費
の
節
減
に
努
め
ま
し
た
。

○
平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た
地
球
温
暖

１９

化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
市
役
所

の
事
務
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
５
月
に
エ
コ
ア
ク

２２

シ
ョ
ン　

の
認
証
を
取
得
し
、
環
境
対

２１

策
及
び
省
エ
ネ
に
よ
る
経
費
節
減
を
図

り
ま
し
た
。

○
公
共
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
技

術
革
新
に
伴
う
新
た
な
施
工
方
法
を
導

入
し
、
設
計
積
算
業
務
に
お
い
て
は
電

算
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
コ
ス
ト
削

《このように変えよう》

目的・目標が明確で実績を生かした企画
①計画（PLAN）

・適切な役割分担と進行管理
・効率的な運営と恒常的な改善への努力

②準備・実施（DO）

・結果やプロセスの冷静な反省
・実績と問題点の把握

③評価（CHECK）

・実績を踏まえた改善、
　改革案の検討、立案

④反映（ACTION）

《目標は達成されたか？》
《問題点は何か？》 《出来具合をチェック》

《目標を定めてやろう》
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号５

▲大宮学校給食センター

▲平成２３年４月から指定管理者制度が導入された大宮地域の西部総合公園

減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
公
用
車
見
直
し
計
画
に
基
づ
き
、
各
課

等
の
車
両
の
配
置
台
数
の
適
正
化
を
推

進
し
、
公
用
車
の
集
中
管
理
化
や
処
分

を
行
い
ま
し
た
。
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○
学
校
給
食
業
務
を
大
宮
、
山
方
、
御
前

山
及
び
美
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
集

約
し
、
市
が
行
う
よ
り
も
経
済
効
率
に

優
れ
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
が
見
込

め
る
大
宮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

業
務
に
つ
い
て
、
平
成　

年
度
か
ら
民

２０

間
委
託
を
実
施
し
ま
し
た
。
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○
公
の
施
設
を
効
果
的
・
効
率
的
に
運
用

す
る
た
め
、施
設
の
現
状
を
再
確
認
し
、

導
入
可
能
な　

施
設
に
指
定
管
理
者
制

５１

度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
施
設
の
終
期
を
迎
え

た
施
設
の
更
新
を
推
進
し
ま
し
た
。
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○
平
成　

年
度
に
補
助
金
等
見
直
し
要
領

１８

を
施
行
し
、
補
助
金
の
交
付
要
綱
に
終

期
３
年
を
設
定
し
、
補
助
金
等
審
議
会

を
開
催
し
て
、
単
独
補
助
金
の
縮
減
を

図
り
ま
し
た
。
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○
平
成　

年
７
月
に
義
務
教
育
施
設
適
正

２０

配
置
実
施
計
画
を
策
定
し
、
過
小
規
模

校
及
び
小
規
模
校
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
適
正
規

模
を
満
た
す
よ
う
施
設
規
模
や
地
理
的

条
件
な
ど
を
考
慮
し
、
編
入
・
統
合
を

実
施
し
ま
し
た
。

【
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
】

２２

（
編
入
）

小
場
小
学
校
を
村
田
小
学
校
に
編
入

（
統
合
）

玉
川
小
学
校
と
塩
田
小
学
校
を
統
合

�
　

大
宮
北
小
学
校

檜
沢
小
学
校
と
嶐
郷
小
学
校
を
統
合

�
　

美
和
小
学
校　

小
瀬
小
学
校
と
八
里
小
学
校
を
統
合

�
　

緒
川
小
学
校　
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○
常
陸
大
宮
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基

づ
き
、
各
種
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員

の
増
員
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

目　

標

　
　
　
　
�
０
％

３０

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在

２２

　
　
　
　
�
４
％

２５

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�

○
徴
収
嘱
託
員
を
活
用
し
て
、
水
道
使
用

料
徴
収
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
財
源
の
確
保
と
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
推
進
し
ま
し
た
。
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○
土
地
開
発
公
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
平
成　

年
３
月
議
会
定
例

２２

会
で
、
解
散
議
決
を
得
て
、
平
成　

年
８

２２

月
に
清
算
結
了
登
記
を
実
施
し
ま
し
た
。
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○
事
務
事
業
の
執
行
に
最
も
適
し
た
柔
軟

な
体
制
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
内

職
員
の
動
態
化
及
び
協
働
性
を
確
保
し

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
た
め
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
係
制
を
廃
止
し
て
、
グ

２０ル
ー
プ
制
を
本
格
導
入
し
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号６
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安
定
し
た
行
政
運
営
を
行
え
る
よ
う

財
政
運
営
の
見
直
し
を
図
り
、
企
業
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
税
等
の
自
主
財
源
の
確
保
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
債
費
負
担
が
市
の
財
政
運

営
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
債
の
発
行
を
抑
制
し
つ

つ
効
果
的
な
財
政
運
用
に
努
め
ま
し
た
。
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▲千田地区に建設された鉄塔

（人）

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
500

550

600

650

700

平成18年度平成17年度

648
631 629

604
585

559
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○
総
務
省
が
定
め
る
定
員
モ
デ
ル
及
び
類

似
団
体
等
職
員
数
と
比
較
し
な
が
ら
定

員
の
適
正
化
を
推
進
し
ま
し
た
。
集
中

改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
平
成　

年
４
月
１

１７

日
の
職
員
数
６
４
８
人
を
平
成　

年
４

２２

月
１
日
で
５
８
３
人
以
下（　

人
削
減
）

６５

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
、
実

績
は
職
員
数
５
５
９
人
（　

人
削
減
）

８９

と
目
標
を
上
回
る
達
成
と
な
り
ま
し

た
。
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○
県
と
の
人
事
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
執
務
を
実
施
す
る
上
で
必
要
と
な

る
専
門
的
な
知
識
を
習
得
す
る
た
め
、

茨
城
県
自
治
研
修
所
研
修
等
に
参
加
し

ま
し
た
。
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○
携
帯
電
話
基
地
局
の
整
備
促
進
や
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
伴
う
テ
レ
ビ
自
主
共

聴
組
合
と
の
調
整
、
通
信
事
業
者
の
参

入
が
見
込
め
な
い
美
和
・
緒
川
・
御
前

山
地
域
の
情
報
格
差
解
消
の
た
め
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
整
備
す
る
な

ど
、
情
報
基
盤
づ
く
り
を
実
施
・
推
進

し
ま
し
た
。
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○
市
職
員
や
教
職
員
を
対
象
に
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研
修
会
を
実
施
し
、
市

民
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー

ル
の
公
民
館
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
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○
管
理
職
に
よ
る
特
別
滞
納
整
理
や
各
課

職
員
に
よ
る
一
斉
滞
納
整
理
を
実
施
し
、

市
税
等
の
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
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�

○
合
併
に
よ
り
使
用
料
金
に
相
違
の
あ
っ

た
簡
易
水
道
使
用
料
や
農
業
集
落
排
水

施
設
使
用
料
な
ど
、
平
成　

年
４
月
使

１９

用
分
か
ら
料
金
統
一
を
行
い
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
を
図
り
ま
し
た
。
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○
宮
の
郷
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
推
進
し
た
結
果
、
４
社
が
操
業
を
開

▲美和地域の遊休地

始
し
、
新
た
な
雇
用
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。
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○
遊
休
地
等
の
利
活
用
の
検
討
や
処
分
を

行
う
と
と
も
に
、
販
売
中
の
市
分
譲
地

の
販
売
を
促
進
し
、
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
ま
し
た
。

○
市
の
広
告
媒
体
を
活
用
し
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
新
た
な
自
主
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成　

年　

月
に
常
陸

１９

１０

大
宮
市
有
料
広
告
掲
載
要
綱
を
制
定

し
、
広
報
紙
や
窓
口
用
封
筒
な
ど
に
有

料
広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。

��
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

○
総
合
計
画
の
策
定
に
併
せ
、
財
政
計
画

を
策
定
し
、
中
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
債
の
発
行
額
を
償
還
元
金
内

に
抑
制
し
、
市
債
残
高
の
縮
小
を
図
り

ま
し
た
。

������



広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号７

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
民
意
識
の
早
期
醸
成
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
図
り
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
市
民
志
向
の
行
政

運
営
を
行
う
た
め
、
市
民
と
行
政
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
て
、
市
民
参
加
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
環

境
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

○
区
長
会
で
班
域
図
を
作
成
し
、
転
入
者

や
未
加
入
者
の
区
・
班
へ
の
加
入
促
進

を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
内
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
情
報
交
換
会
や
行
政
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

○
各
種
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
の
意
向
を
把
握
・
分
析
し
、
政
策
へ

反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働

を
推
進
し
ま
し
た
。

○
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
機

会
の
拡
充
と
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

○
市
民
が
専
門
的
な
講
座
を
受
講
で
き
る

よ
う
市
民
大
学
講
座
を
開
催
し
、市
民
・

大
学
・
行
政
の
交
流
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
「
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向

上
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
情
報
公
開
の

推
進
及
び
市
民
へ
の
情
報
提
供
、
監
査
機

能
の
強
化
な
ど
、
積
極
的
に
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
な
お
、
平
成　

年
度
の
行
政
改

２２

革
の
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
額
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
、
地
方
分
権
の

進
展
な
ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
的
か
つ
効
率
的
に
行
い
、
市
民
と
行

政
の
役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
、「
協
働

の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

��������	
��
���������

説　　明効果額取り組み事項

経常経費（時間外手当、旅費等）の削減額２，８３７事務事業のコスト縮減
省エネ等による効果額３３，０００

積算システム、一括業務発注等による効果額１３，３２０

公用車削減等による効果額２，０６３

管理運営コストの縮減額１０，１０１指定管理者制度の活用

徴収嘱託員による徴収額１２，４００受益者負担の適正化

人件費削減額１６３，０８８職員数の削減及び定員適正化の推進

税務徴収課職員による徴収額６９，８７０自主財源の確保

遊休地等の売却額２３，９９１未利用地等の処分による財源の
確保 分譲地の販売額２，１９３

有料広告掲載料７４８

３３３，６１１計

単位：千円

� � � � �� � � � � �������	
������	
�
���������������	�	


▲まちづくり講座「常陸大宮市の行政改革」



広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号８

平成22年度常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表年度常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表平成22年度常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表年度常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表平成22年度常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表

　常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年常陸大宮市条例第２号）第６条の規定に基
づき、平成２２年度の人事行政の運営等の状況について、次のとおり公表します。

（４）主な職員手当の状況（平成２２年度）

（３）経験年数別平均給料月額の状況

２０年以上２５年未満１５年以上２０年未満１０年以上１５年未満区　　　分
３５０，７００円３０７，８００円２７２，８００円大学卒

一般行政職 ３１６，４００円２９４，６００円２６５，４００円短大卒
３１４，３００円２７９，５００円２４０，０００円高校卒

職員の給与の状況（平成23年４月１日現在）
（１）平均給料月額、平均年齢の状況
２

平均年齢平均給料月額区　分
４５．８歳３４３，４００円一般行政職
４９．９歳２９９，５００円技能労務職

（２）初任給の状況

高校卒短大卒大学卒区　分
１４０，１００円１５２，８００円１７２，２００円一般行政職
１５８，１００円１７５，４００円１９７，２００円消　防　職
１３７，２００円－－技能労務職

（２）採用者及び退職者数の状況 （単位：人）

H２２．４．１～H２３．３．３１退職H２２．４．１～H２３．３．３１採用
区　分

合計その他（自己都合、死亡等）勧奨定年合計短大・高校卒大学卒
１７０３１４５３２一般行政職
１００１３１２医 療 職
１０１０４４０消 防 職
０００００００技能労務職
１９０４１５１２８４合　　計

職員の任免及び職員数に関する状況
（１）職種別職員数の状況 （単位：人）

１

増減H２３．４．１現在H２２．４．１現在区　　分
▲７４２２４２９一 般 行 政 職
１２４２３医 療 職（注１）

▲１７６７７消 防 職
▲２２８３０技 能 労 務 職 （注２）
▲９５５０５５９合　　計

（注１）　医師、栄養士、保健師、看
護師等をいいます。

（注２）　単純な労務に雇用される職
員で、自動車運転手、技術
員、調理手等をいいます。

支　　　給　　　額　　　等手 当 名
扶養親族を有する職員に支給

配偶者　　　　１３，０００円／月　　　配偶者以外　　　６，５００円／月
扶養親族である満１６歳から満２２歳の年度末までの者は５，０００円加算

扶 養 手 当

借家等に居住し家賃を支払っている職員に支給
借家・借間、家賃の額に応じて２７，０００円を限度に支給（家賃１２，０００円を超える場合に限る）住 居 手 当

通勤距離が２km以上の職員に支給　１kmにつき６００円（限度額２４，５００円）通 勤 手 当
正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
　勤務日における時間外勤務１時間につき　　当該職員の時間単価　×　１．２５
　週休日における時間外勤務１時間につき　　当該職員の時間単価　×　１．３５
午後１０時から翌日の午前５時までの勤務の場合は、それぞれ０．２５加算

時 間 外
勤 務 手 当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とす
る職員に支給
・代表的な手当の例
　①市税等滞納差押業務手当　　１回　３００円　　②感染症防疫作業手当　　　１回　２９０円
　③救急業務出場特殊勤務手当　（救急救命士）　１回　５１０円　（一般隊員）　１回　３００円

特 殊
勤 務 手 当



広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号９

基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給
６月期　期末手当基礎額　×　１．２５月分　　　１２月期　期末手当基礎額　×　１．３５月分
　※期末手当基礎額　　給料月額　＋　扶養手当　＋　役職加算額
　　（役職加算額は、給料月額に役職に応じて５～１５％を加算した額）

期 末 手 当

基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給
６月期　勤勉手当基礎額　×　０．７月分　　　１２月期　期末手当基礎額　×　０．６５月分
　※勤勉手当基礎額　　給料月額　＋　役職加算額
　　（役職加算額は、給料月額に役職に応じて５～１５％を加算した額）

勤 勉 手 当

宿日直勤務をした職員に支給　勤務１回につき　４，２００円宿日直手当
勧奨・定年自己都合支　給　率

退 職 手 当

３０．５５月分２３．５月分勤 続 ２ ０ 年
４１．３４月分３３．５月分勤 続 ２ ５ 年
５９．２８月分４７．５月分勤 続 ３ ５ 年
５９．２８月分５９．２８月分最 高 支 給 率

定年前早期退職特例措置（５０～５９歳対象２～２０％加算）その他の加算措置

特別休暇の主なもの

期　　　　間理　　　　由

妊娠の期間中７日を超えない範囲妊娠中の女子職員が妊娠嘔吐（つわり）のため勤務するこ
とが困難な場合

出産の日までの申し出た期間８週間（多胎妊娠の場合にあっては、１４週間）以内に出産
する予定である女子職員が申し出た場合

出産の日の翌日から８週間を経過する日までの期間職員が出産した場合
その都度必要と認める時間で１日２時間以内職員が生後満１年に達しない子を育てる場合
死亡者により１日から最大１０日忌引の場合
７日を超えない範囲内で必要と認められる期間職員が結婚する場合
出産予定日前１６週間目に当たる日から出産の日後２週間
以内に２日以内職員の妻が出産する場合

１年に５日以内
子が２人以上は１０日以内

小学校就学の始期に達するまでの子の看護のため勤務し
ないことが相当であると認められる場合

（２）休暇

休　暇　期　間　等休暇の種類
１年間について２０日。ただし、２０日を限度に繰り越せる年 次 休 暇
１年以内において、公務、私事による負傷または疾病のために療養する場合で、必要と認
める期間療 養 休 暇

選挙権の行使、結婚、出産等のほか特別の理由により勤務しないことが相当である場合特 別 休 暇
配偶者、父母、子等の親族を負傷、疾病または老齢により、２週間以上にわたり介護する
職員に対し、６月を限度に付与（無給）介 護 休 暇

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成23年４月１日現在）
（１）勤務時間
３

休憩時間勤務終了時間勤務開始時間
１２時から１３時まで１７時１５分８時３０分

※　特別の勤務に従事する職員（保育所に勤務する
職員等）については左記とは異なります。

（５）特別職の報酬等の状況

期末手当給料・議員報酬の月額区　　分

６月期　　１．４月分
１２月期　　１．５月分
　計　　　２．９月分

６５６，０００円
給　　料

市　 　 長
５７８，７００円副 市 長
５４０，０００円教 育 長
４１０，０００円

議員報酬
議　 　 長

３７０，０００円副 議 長
３５０，０００円議　 　 員



広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号１０

（２）介護休暇承認状況　　　新規承認者はいませんでした。

（２）公務災害補償の状況　　　　認定件数　　０件

公平委員会に係る業務の状況
　勤務条件に関する措置の要求及び不利益処分に関する不服申立はありませんでした。
８

�問い合わせ�　総務課　職員グループ　　�５２－１１１１　内線３１５

職員の分限及び懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況
４

合計休職免職降任処　分　事　由
００００勤務実績が良くない場合
００００心身の故障の場合
００００職に必要な的確性を欠く場合

００００職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合

００００刑事事件に関し起訴された場合
００００合　　　計

（２）懲戒処分の状況

合計免職停職減給戒告処　分　事　由
０００００法令に違反した場合

０００００職務上の義務に違反しま
たは職務を怠った場合

０００００全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合

０００００合　　　計

承　　認　　期　　間
取得者数区　分

２年６月超え
２年超え
２年６月以下

１年６月超え
２年以下

１年超え
１年６月以下

６月超え
１年以下

６月以下

０００００００男　性
００１１０３５女　性
００１１０３５計

職員の服務の状況
（１）育児休業承認状況
５

受講者数研 修 名 ま た は 概 要区　　　　分

２新規採用職員新規採用職員課程

階層別研修

１０概ね３１歳から３３歳までの非役付職員吏員第４部
１０係長に昇任した職員新任係長課程
１３課長補佐級に昇任した職員新任課長補佐課程
１５課長級に昇任した職員新任課長課程
５部長級に昇任した職員新任部長課程
７地方自治講座、法制執務講座行政基本

特 別 研 修

２政策形成基礎講座政策研究

１８
自治行政セミナー、モチベーションアップ講座、クレーム対応能力
向上講座、法務マスター研修、メンタルヘルス講座、管理職のため
のメンタルヘルスセミナー

自己開発

９茨城県実務研修、茨城県相互交流研修等派遣研修

職員の研修の状況
　職員に対する主な研修は「自治研修所」、「市単独」で行われているものです。 （単位：人）

６

事　　業　　概　　要事　業　名

組合員とその家族の病気、けが、出産、死亡、休業または災害に対して必要な給付を行う。短期給付事業
組合員の退職、障がいまたは死亡に対して年金または一時金の給付を行う。長期給付事業
健康診断などの健康の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金の貸し付けなどを行う。福 祉 事 業

職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）厚生福利
　○茨城県市町村職員共済組合
　　　職員は茨城県市町村職員共済組合の組合員になっていて共済組合には次の事業があります。

７
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▲左から
高橋　雄紀さん（水戸市）、勝山　岳俊さん（那珂市）
根本　暁生さん（ひたちなか市）
欠席者：森井　和徳さん（つくば市）
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▲左から
　上郷道路愛護会の益子さん、成井代表、平塚さん

▲左から
　誠友会の山崎さん、砂川会長



広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号１２

　

８
月
上
旬
、
大
宮
中
学
校
と
山
方
中
学

校
の
２
年
生
が
、
市
役
所
で
職
場
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
生
徒
が
職
場
で
の
体
験

を
通
し
て
勤
労
の
尊
さ
や
喜
び
を
知
り
、

将
来
の
目
的
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
夏
休
み
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
企
画
課
・
市
民
協
働
課
・

介
護
高
齢
課
・
山
方
総
合
支
所
・
大
賀
保

育
所
・
山
方
保
育
所
に
分
か
れ
、
市
民
と

直
接
顔
を
合
わ
せ
る
仕
事
や
炎
天
下
で
の

作
業
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

市
役
所
の
仕
事
を
体
験

　

短
い
間
で
し
た
が
、
今
回
の
職
場
体
験

は
、自
分
自
身
を
見
つ
め
、自
分
の
将
来
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
８
月
４
・
５
日
に
は
常
陸
大
宮

高
等
学
校
の
２
年
生
の
職
場
体
験（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）も
行
わ
れ
、水
道
課
・
下

水
道
課
・
歴
史
民
俗
資
料
館
・
緒
川
総
合

支
所
で
市
役
所
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
枠
内
は
直
井
く
ん
が
取
材
・
作
成

し
た
も
の
で
す

大
賀
保
育
所
で
職
場
体
験

▲介護高齢課で介護認定審査会の資料作りを体験

　

８
月
２
日
、
大
賀
保
育
所
で
山
方
中
学

校
２
年
生
の
中
島
く
ん
が
職
場
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

年
長
の
ク
ラ
ス
を
担
当
し
た
中
島
く
ん

は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
を
し
て
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
小
さ
い
子
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
」と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
子
ど
も
た
ち
に

好
か
れ
て
い
る
様
子
で
、
笑
顔
で
接
し
て

い
ま
し
た
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号１３

〈常陸大宮市へ〉

茨城県家庭婦人バレーボール連盟
（穂積徳子会長）
バレーボール用具一式

　

塩
田
ふ
る
さ
と
協
議
会
（
大
貫
孝
夫
会

長
）
は
、
良
質
な
農
産
物
を
生
産
し
て
い

る
塩
田
地
区
の
Ｐ
Ｒ
と
食
べ
物
の
大
切
さ

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
「
塩

田
そ
ば
の
学
校
」の
参
加
者
を
募
集
し
、
８

月
７
日
、そ
ば
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
な
か
、
県
内
か
ら　

人
が
参
加

３９

し
、
本
格
コ
ー
ス
と
体
験
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
、
約　

ａ
２５

の
畑
に
「
常
陸
秋
そ
ば
」
の
種
を
ま
き
ま
し

た
。
秋
に
は
そ
ば
の
収
穫
を
行
い
ま
す
。

塩
田
地
区
で
そ
ば
の
種
ま
き

　

８
月　

日
、富
岡
橋
上
流
の
久
慈
川
河

１８

川
敷
で
水
生
生
物
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
市
環
境
市
民
会
議
環
境

学
習
・
広
報
部
会
が
実
施
し
た
も
の
で
、

水
生
生
物
調
査
実
施

市
内
の
小
学
３
年
生
以
上
の
小
学
生
な
ど

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３２
　

調
査
は
、
茨
城
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
中
村
恵
美
子
氏
の
指
導
の
も
と
行
わ

れ
、
久
慈
川
の
き
れ
い
な
水
質
を
確
認
し

川
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
後
は
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

大
洗
水
族
館
で
バ
ッ
グ
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
に

参
加
し
、
水
族
館
の
裏
側
か
ら
飼
育
状
況

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対

２８

象
に
水
郡
線
を
利
用
し
た
「
常
陸
大
宮
市

民
号
」
が
実
施
さ
れ
、
１
４
１
人
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
下
小
川
・
山
方
宿
・
野
上
原
・

玉
川
村
・
常
陸
大
宮
駅
の
５
つ
の
駅
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
乗
車
し
、
水
戸
駅
へ
向
か
い
、

市　

民　

号

常
磐
線
に
乗
り
換
え
て
目
的
地
の
上
野
動

物
園
の
あ
る
上
野
駅
で
降
車
し
ま
し
た
。

　

市
民
号
で
水
郡
線
を
使
っ
た
ス
ム
ー
ズ

な
移
動
を
体
験
し
、
普
段
使
用
す
る
こ
と

の
少
な
い
水
郡
線
の
利
便
性
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号１４

�������	
��
��

�������	

��





��������	
��������

��������	
�	�
����������


�������	
���
���������


��������	
��
��������

�������	
��
���
�����
��

�������	
��
�����������

�������	�
��
����������

������

�������	
�	�
�����������

�������	�
��
�
�
���
��

�������	
��
�����������

��������

　

８
月　

日
、
第
７
回
常
陸
大
宮
市
消
防

２８

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
、
辰
ノ
口
の
お

お
み
や
消
防
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消
防
用
機

械
器
具
操
作
の
技
術
の
向
上
と
士
気
高
揚

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

２
部
門
で
競
技
が
行
わ
れ
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
で
は
御
前
山
地
域
の
第　

分
団
が
、

１６

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
美
和
地
域
の

第　

分
団
が

１１
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
優

勝
分
団
は　
１０

月
９
日
に
高

萩
市
で
行
わ

れ
る
県
北
地

区
大
会
に
市

の
代
表
と
し

て
出
場
し
ま

す
。 操

法
大
会
開
催

▲第１６分団 ▲第１１分団

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
校
舎
が
使
え
な

く
な
っ
た
大
宮
中
学
校
で
は
、
４
月
８
日

か
ら
、
１
、
２
年
生
は
山
方
商
業
高
校
、

３
年
生
は
常
陸
大
宮
高
校
で
授
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
校
舎
等
の
補
強
工
事
を

実
施
。
８
月
末
に
引
っ
越
し
を
終
え
、
９

月
１
日
か
ら
、
全
学
年
大
宮
中
学
校
の
校

舎
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
宮
中
学
校
校
舎
使
用
再
開

▲９月１日大宮中学校へ登校する生徒
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▲紙パックを燃料に
サバイバル飯炊き

▲火起こしにチャレンジ！ ▲たくさんの人が集まったまきもち
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号１５
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　インターネットの仕組みの１つ、
SNS※（ソーシャル・ネットワーキン
グ・サービス）をご存知でしょうか？
　最近のエジプトやチュニジアの政
変は別名フェイスブック革命ともい
われています。それは、フェイス
ブックやツイッターなどのSNSが、
民衆の声を素早く広げたからです。
　SNSの紹介例としてはちょっと物騒。日本ではこん
な事にはなりませんが、実はSNSは常陸大宮市とも無
縁ではありません。
　最近フェイスブックやツイッターの中に、常陸大宮
市民が少しずつ増えて来ています。東日本大震災では
ツイッターが大活躍。電話が通じないなか、水や食料
やガソリンの情報をお互いに融通して共有しました。
　ネットは便利な道具。その新しい道具を使った新し
いスタイルの市民交流から、次の新しいまちづくりが
生まれる予感がしています。
※人と人とのつながり促進・サポートするためのインターネッ
トWEBサイト。フェイスブックやツイッターなどが有名。
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困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）

　健康に対する興味を利用して、高額な健康食品を現金や金券で販売する悪質な商法の情報提供が国民
生活センターよりありました。注意しましょう。
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　空き店舗などを短期間の会場として使い、講習会などと称して人を集め、健康に関する情報提
供をしながらサロンのような雰囲気を作り、最終的に高額な健康食品などを契約させる手口です。

　一度通い始めると、店の楽しい雰囲気に夢中になったり、店員と親しくなったりして通い詰め、
気づいたら大金をつぎ込んでいたということが少なくありません。「無料」「格安」などと勧誘さ
れたり、知り合いに誘われたりしても、出向かないようにしましょう。

　特典がつくからと大量に金券や商品券のまとめ買いを勧められ、後から現金に戻すように申し
出ても応じてくれない、という相談もあります。金券などのまとめ買いは避けましょう。
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関関東大会出場おめでとう！関東大会出場おめでとう！

リリトルリーグ常陸大宮Aが初優勝！リトルリーグ常陸大宮Aが初優勝！
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▲ソフトボール部の皆さん ▲左：寺門さん　右：桑名さん
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※今回贈られたメダルと楯は坂本忠夫前教育長から寄贈されたものです

▲優勝したドリームスの皆さん
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常陸大宮市中学生海外研修常陸大宮市中学生海外研修常陸大宮市中学生海外研修常陸大宮市中学生海外研修常陸大宮市中学生海外研修平成23年度
～オーストラリアで学んだ８日間～

▲ヒースコートハイスクールの生徒と
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▲エンガディンハイスクールの生徒と
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▲ポートハッキングハイスクールの生徒と
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号１８

　
「
芸
術
・
学
術
的
に
価
値
の
あ
る
文
化
財

並
び
に
歴
史
遺
産
の
保
存
・
修
復
・
公
開

活
用
等
」に
対
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。
泉
坂

下
遺
跡
の
保
存
状
態
が
良
好
で
、
謎
の
多

い
弥
生
時
代
の
東
日
本
を
研
究
す
る
上
で

重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
適
正
な
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
人
面
付
土
器
が
、

国
指
定
レ
ベ
ル
の
歴
史
的
・
芸
術
的
価
値

の
あ
る
文
化
財
で
あ
る
こ
と
か
ら
、�
い

ず
み�
の
修
復
と
レ
プ
リ
カ
の
製
作
に
対

し
て
今
年
度
助
成
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
器
の
ほ
と
ん
ど
は
割
れ
た
状
態
で
出

土
し
ま
す
。
破
片
を
洗
い
、
元
の
形
に
な

る
よ
う
市
販
の
接
着
剤
で
接
合
し
て
か

ら
、
実
測
図
を
描
い
て
細
か
く
観
察
し
、

写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
観
察

し
や
す
い
よ
う
に
と
隙
間
の
補
強
も
施
し

て
い
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は

実
測
等
に
耐
え
ら
れ
る
程
度
の
強
度
し
か

な
く
、
地
震
な
ど
の
災
害
や
長
期
間
の
展

示
、
貸
し
出
し
に
伴
う
運
搬
に
よ
っ
て
壊

れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
し
た
。

修復中！
“い“いずみ”み”“い“いずみ”み”“いずみ”人面付土器

①

　

平
成　

年
に
行
わ
れ
た
泉
坂
下
遺
跡
の
学
術
調
査
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
、
日
本

１８

で
最
も
大
き
い
弥
生
時
代
の
人
面
付
土
器
は
、
今
年
度
、
財
団
法
人
朝
日
新
聞
文

化
財
団
よ
り
の
文
化
財
保
護
助
成
を
受
け
て
、
専
門
家
に
よ
る
修
復
と
レ
プ
リ
カ

（
複
製
品
）
の
製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。�
い
ず
み�
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

こ
の
人
面
付
土
器
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
や
技
術
で
修
復
さ
れ
、
レ
プ
リ
カ
が
作

ら
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
今
月
か
ら
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

修
復
専
門
家
の
工
房
で
は
、
ま
ず
、
溶

剤
で
接
着
剤
を
溶
か
し
な
が
ら
慎
重
に
解

体
し
、
番
号
を
付
け
て
元
の
バ
ラ
バ
ラ
な

破
片
状
態
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

後
、一
つ
一
つ
の
破
片
を
観
察
し
て
、残
っ

て
い
る
接
着
剤
や
汚
れ
を
取
り
除
き
ま

す
。
し
か
し
、
土
器
を
作
っ
た
時
の
彩
色

や
、
使
用
に
よ
っ
て
付
着
し
た 
煤 
や
お
こ

す
す

げ
は
落
と
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　�
い
ず
み�
は
約
２
カ
月
か
け
て　

個
、

８５

総
重
量
６
８
５
８�
の
破
片
に
解
体
さ
れ

ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
完
了
し
た
破
片
に

は
、
将
来
の
再
修
復
も
見
据
え
、
表
面
よ

り
も
ろ
い
破
断
面
（
割
れ
口
）
を
強
化
す

る
た
め
に
、
取
り
除
く
こ
と
の
で
き
る
樹

脂
を
浸
み
込
ま
せ
ま
す
。
８
月
上
旬
現

在
、
大
小　

個
の
破
片
の
割
れ
口
す
べ
て

８５

に
細
筆
で
樹
脂
を
塗
り
、
乾
燥
さ
せ
る
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
プ
ロ
の
接
合
の
様
子
を
報
告

し
ま
す
。
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▲樹脂を塗る作業

歴
史
民
俗
資
料
館　
�
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４
５
０

５２ ▲解体された“いずみ”

　解体・クリーニング　 　接合　 　補彩　 　レプリカ製作　　充てん　

8月上旬
作業工程作業工程

写真提供：府中工房
　　　　　堀江武史氏

▲解体前の“いずみ”
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山
方
の
「
ケ
ビ
ン
村
」
の
中
に
江
戸
時

代
の
石
仏
が 
祀 
ら
れ
て
い
る
小
高
い
塚
が

ま
つ

あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
中
央
に

庚
申
塔
が
二
基
あ
り
、
他
に
二
十
三
夜
塔

や 
如  
意  
輪  
観  
音 
な
ど
八
基
が
祀
ら
れ
て
い

に
ょ 
い 
り
ん 
か
ん 
の
ん

て
、
地
元
で
は
こ
の
塚
を
「
庚
申
塚
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

庚
申
塔
は
庚
申
信
仰
の
対
象
と
し
て
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
庚
申
信
仰
は
、
六
十
日

に
一
度
回
っ
て
く
る
庚
申
の
日
に
、
人
が

寝
て
い
る
間
に
体
か
ら
出
て
、
そ
の
人
の

悪
行
を
天
帝
に
告
げ
口
す
る 
三  
尸 
の
虫
が

さ
ん 
し

体
か
ら
出
て
行
か
な
い
よ
う
に
寝
ず
に
過

ご
す
行
事
で
す
。
人
は
悪
行
を
知
ら
れ
る

と
寿
命
が
短
く
さ
れ
て
し
ま
う
と
信
じ
ら

れ
て
い
た
た
め
、
庚
申
講
を
行
う
こ
と
は

延
命
長
寿
祈
願
に
つ
な
が
る
も
の
で
し

た
。
大
抵
は
講
を
組
織
す
る
人
が
順
番
に

　

倒
壊
し
た
庚
申
塔
は
台
座
か
ら
後
ろ
に

倒
れ
た
た
め
、
石
碑
が
二
つ
に
割
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、 
凝  
灰  
岩  
質 
の
も
ろ

ぎ
ょ
う 
か
い 
が
ん 
し
つ

い
石
材
の
た
め
、
刻
銘
の
あ
る
表
面
が
剥

離
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

剥
離
し
た
石
の
破
片
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
こ
と
や
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
六
月

に
は
庚
申
塚
の
す
べ
て
の
石
造
物
を
元
の

位
置
に
戻
し
ま
し
た
。
そ
し
て
七
月
に
は

割
れ
て
し
ま
っ
た
庚
申
塔
と
二
十
三
夜
塔

を
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
接
着
し
ま
し
た
。
石

材
や
建
物
の
修
繕
に
活
躍
す
る
セ
メ
ン
ト

や
モ
ル
タ
ル
は
、 
塩 
が
出
て
石
碑
に
悪
影

え
ん

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

文
化
財
修
復
に
は
不
向
き
な
の
で
す
。
ま

た
、
接
着
面
と
石
碑
と
間
に
隙
間
が
空
い

て
し
ま
う
と
、
そ
こ
が
、
割
れ
や
剥
離
の

原
因
と
な
る
の
で
、
筑
波
大
学
大
学
院
の

松
井
敏
也
准
教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、
樹

脂
に
粉
砕
し
た
岩
を
混
ぜ
て
「 
擬  
岩 
」
を

ぎ 
が
ん

作
り
、
充
て
ん
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
擬

岩
に
は
通
水
性
が
あ
り
、
割
れ
や
す
く
な

る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。
現
在
も
作
業
は
継

続
中
で
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　
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こ
う 
し
ん 
つ
か

宿
に
な
っ
て
、
床
の
間
に 
青  
面  
金  
剛 
や
文

し
ょ
う 
め
ん 
こ
ん 
ご
う

字
の
書
か
れ
た
掛
軸
を
掛
け
、
夜
通
し
飲

食
を
し
な
が
ら
歓
談
を
し
ま
し
た
。
青
面

金
剛
は
庚
申
信
仰
の
本
尊
と
し
て
室
町
時

代
以
降
、
石
仏
、
木
造
仏
、
掛
軸
な
ど
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
は

庚
申
信
仰
が
大
流
行
し
ま
し
た
。
娯
楽
の

少
な
い
時
代
に
あ
っ
て
は
楽
し
み
な
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

庚
申
塚
に
あ
る
庚
申
塔
は
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）と
天
明
八
年（
一
七
八
八
）の

も
の
で
、
青
面
金
剛
の
像
容
で
は
な
く
文

字
を
刻
ん
だ
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
塚
、
も
と
も
と
あ
っ
た

塚
を
庚
申
塔
を
建
て
る
た
め
に
再
利
用
し

た
も
の
ら
し
い
の
で
す
。

　

当
初
は
、 
南 
み
な
み 
皆  
沢  
古  
墳  
群 
の
一
つ
と
考

か
い 
ざ
わ 

こ 

ふ
ん 
ぐ
ん

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
三
塚
の
一
つ

で
あ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
庚
申

塚
か
ら
南
方
向
に
一
列
に
並
ん
で
、
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
塚
が

確
認
さ
れ
ま
す
。
林
の
中
な
の
で
確
認
は

難
し
い
で
す
が
、
ほ
ぼ
等
間
隔
に
十
個
余

り
の
塚
ら
し
い
形
状
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

十
三
塚
と
は
、
民
間
信
仰
に
基
づ
く
と

い
わ
れ
る
構
築
物
で
、
中
世
（
十
二
世
紀

か
ら
十
六
世
紀
頃
）
以
降
に
多
く
造
ら
れ

ま
し
た
。
十
三
の
仏
を
祀
っ
て
い
る
、
と

か
十
三
人
の
死
者
を
埋
め
た
物
、
な
ど
と

い
わ
れ
ま
す
が
諸
説
あ
り
、
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

三
月
十
一
日
の
大
地
震
で
天
明
八
年
の

庚
申
塔
が
倒
壊
し
、
他
の
石
造
物
は
最
小

限
の
破
損
で
済
ん
だ
も
の
の
、
位
置
が
大

き
く
ず
れ
た
り
転
倒
し
た
り
す
る
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

▲庚申塚

▲青面金剛（参考）

▲十三塚と思われる塚▲倒壊した庚申塔

▲接着・充てん作業の様子
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使命は守ること。そして一つの命を守ること。
将来多くの可能性を持つ尊い「生命」。
消防は「命を守る」という使命に全力で立ち向かいます。
普段は地域住民のために、消防活動を続ける部隊。しかし、
いざ、大災害が発生すると全国の部隊が一致団結して、国民の命を守ります。

▲福島県消防学校に全国から出動してきた救急車両等

　国民の生命・身体・財産を守ることを任務とする消
防本部は、法律に基づき、原則として、市町村単位で
運営され、防災の啓蒙活動や災害現場活動など、住民
の「安全・安心」を守っていますが、大規模災害や特
殊な災害が発生した場合、被災地の消防本部だけでは
対応できません。そんな時、被災地の要請を受け全国
の消防本部から応援部隊が駆けつけます。これが「緊
急消防援助隊」です。
　地域を越えた消火・救助活動等を実施します。緊急
消防援助隊は、阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ誕生
し、車両、資機材などの整備が進められています。
　東日本大震災では、３月１１日から６月６日までの８８
日間で、全国から被災地へ派遣された人員は２８，６２０人、延べ人員にすると１０４，０９３人が出動し活動
を行い、茨城県にも、神奈川県隊や埼玉県隊等が駆けつけてくれました。
　当市消防本部も消火部隊（水槽付消防ポンプ車）１隊、救急部隊（高規格救急車）１隊の２隊が
緊急消防援助隊として登録されていて、茨城県隊として、２度にわたり福島県へ出動しました。
　また、万が一、当市で大規模災害が発生し、当市の消防力だけでは対処できない時にも、県内の
消防本部をはじめ各都道府県の消防本部から緊急消防援助隊が駆けつけることになります。

▲登録されている消防ポンプ車と
福島県へ出動した救急車　　
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紙を可燃ごみとして捨てていませんか?

広報　常陸大宮　　　　平成２３年９月号２１
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健  康
通  信
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雑がみって？
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出 し 方

雑がみを分別し、紙袋に入れるか
雑誌類にはさみます

雑がみが出ないようにひもで縛り
ます

紙の収集日に集積所へ出します
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

75.42kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約5.41本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

2 3 4 5 0.41
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　皆さんは時空戦士イバライガーさんを知っていますか？イ
バライガーさんは平成１９年に誕生した茨城県のご当地ヒー
ローで、茨城を悪者から守ってくれています。ひたまるはこ
の日、正義の味方のイバライガーさんに会えるのをとても楽
しみにしていました。
　イバライガーさんは動きがきびきびしてとてもかっこい
い！動きは真似できないけれど、ポーズだけ真似してみまし
た。どうです？きまってるでしょ？
※写真左はイバライガーさん、右はイバライガーブラックさん。
　後ろにちょこっと見えるのはミニライガーと子ジャーク

　８月２２日から２５日まで３泊４日の日程で、緒川地域のやす
らぎの里公園を主会場として、「元気っ子・サマーキャンプ」
が行われました。
　参加したのは市内の小学５年生２８人（男２２人・女６人）で、
ウォークラリーや木工教室、そば打ち体験やネイチャーゲー
ム※など、盛りだくさんのプログラムを楽しみました。
　天候にあまり恵まれず、キャンプファイヤーなど実施でき
なかったプログラムもありましたが、子どもたちは元気よく
たくさんのことにチャレンジしました。
　初日の夕方はカレー作りにも挑戦。協力して作ったカレー
のおいしさは格別だったようで、キャンプ終了後の感想では「カ
レーがとてもおいしくできた」との声が多く寄せられました。
※自然を五感（視覚・聴覚・味覚・嗅覚・触覚）で感じ、心と体で
直接体験し、自然と自分が一体であることに気づくことを目的と
するゲーム。


